
医  学  部
カリキュラム・ポリシー
（教育課程編成・実施の方針）

　ディプロマ・ポリシーに示された学修成果（アウト
カム）を学生が達成することを目的として、本学では
以下のポリシーに基づくカリキュラムを構築し、実
践しています。
　なお、これらのカリキュラムによる学生の学修成
果は、科目別試験、総合試験及び医療系大学間共用
試験等により公平・公正に評価しています。

① 学生が正しい医学知識を系統的に身に付けられ
るよう、臨床実習前教育の主要必修科目につい
ては、最新のモデル・コア・カリキュラムに準拠し
て編成した講義と実習により行う。（Ⅰ）

② 正しい診療技能や医療安全への配慮などを実践
できる医師を養成するため、参加型臨床実習を
充実させる。（Ⅱ）

③ 医師に求められる良識、倫理観や教養などを学
生が身に付けられるよう、人間形成に資する学修
機会を低学年から高学年まで設けるくさび形カ
リキュラムを編成する。（Ⅲ-1、Ⅶ）

④ 学生の内発的モチベーションや能動的学修能
力、コミュニケーション能力、協調性を育むため、
ICT活用教育などを含むアクティブ・ラーニング
を主軸とした教育方法を通じて学修を展開する。
（Ⅲ-2、Ⅳ）

⑤ 地域医療におけるニーズの理解やリサーチ・マ
インドの涵養などを促し、卒後キャリアの多様性
への対応を可能にするための学修機会を充実さ
せる。（Ⅴ、Ⅵ-1）

⑥ 医学や医療をグローバルな視点で捉える豊かな
国際性を育てるための国際交流や海外研修の機
会を充実させる。（Ⅵ-2）

⑦ 学生が自らの学修成果達成度を具体的かつ客観
的に認識できる方法で成績評価とフィードバック
を行い、適切な学修行動の継続を促す。（Ⅰ～Ⅶ）

（ 　）内は、それぞれのカリキュラム・ポリシーが目
的とする学修成果（アウトカム）のディプロマ・ポリ
シーにおける分類です。
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１） 人間性豊かな医師及び看護職者の育成
２） 能力の啓発に重点を置く教育方針
３） 地域社会の医療センターとしての役割の遂行
４） 国際的交流に基づく医学・看護学研究

２）　医師としてのコミュニケーション能力と協調性を
身に付け、患者やその家族、あるいは他の医療従
事者と適切な人間関係を構築することができる。

Ⅳ.　能動的学修能力
１）　医師としての内発的モチベーションに基づい
て自己研鑽や生涯学修に努めることができる。

２）　書籍や種々の資料、情報通信技術〈ICT〉などの
利用法を理解し、自らの学修に活用することがで
きる。

Ⅴ.　リサーチ・マインド
１）　最新の医学情報や医療技術に関心を持ち、専
門的議論に参加することができる。

２）　自らも医学や医療の進歩に寄与しようとする
意欲を持ち、実践することができる。

Ⅵ.　社会的視野
１）　保健医療行政の動向や医師に対する社会ニー
ズを理解し、自らの行動に反映させることができ
る。

２）　医学や医療をグローバルな視点で捉える国際
性を身に付け、自らの行動に反映させることがで
きる。

Ⅶ.　人間性
１）　医師に求められる幅広い教養を身に付け、他者
との関係においてそれを活かすことができる。

２）　多様な価値観に対応できる豊かな人間性を身
に付け、他者との関係においてそれを活かすこと
ができる。

建学の精神

建学の理念

　患者及びその家族、医療関係者をはじめ、
広く社会一般の人々から信頼される医師の
育成。

医学部 教育理念

学問を通じての人間形成

医  学  部
ディプロマ・ポリシー
（卒業認定・学位授与の方針）

　本学所定の科目を履修して卒業に必要な単位を
修得した上で、総合試験、共用試験および卒業試験
に合格し、本学の教育理念である「患者やその家族、
医療関係者をはじめ、広く社会一般の人々から信頼
される医師」として活躍できる資質を有すると判断
される者に卒業を許可します。
　具体的には以下のような、それぞれ２要素からな
る７分野の学修成果（アウトカム）が求められます。

Ⅰ.　医学知識
１）　人体の構造と機能、種々の疾患の原因や病態
などに関する正しい知識に基づいて臨床推論を
行い、他者に説明することができる。

２）　種々の疾患の診断や治療、予防について原理
や特徴を含めて理解し、他者に説明することがで
きる。

Ⅱ.　臨床能力
１）　卒後臨床研修において求められる診療技能を
身に付け、正しく実践することができる。

２）　医療安全や感染防止に配慮した診療を実践す
ることができる。

Ⅲ.　プロフェッショナリズム
１）　医師としての良識と倫理観を身に付け、患者や
その家族に対して誠意と思いやりのある医療を
実践することができる。
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